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１．概要（Summary） 

光検出器の主要部である光電面は高真空内で取り扱

わなければならず、それが新規に光検出器の試作や開

発をする際、必要な装置やコストの面で大きな障害となっ

ている。空気中でも取り扱える光電面があれば、低コスト

で簡単かつ迅速に開発を進めることができる。そこで、波

長 405 nmのパルスレーザーで単光子を検出できるだけ

の量子効率を持つ透過型光電面を開発することを目指し、

LaB6 光電面を成膜した。LaB6 は化学・物理的に非常に

安定で空気中での劣化も少ないことが知られている 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

スパッタ装置(芝浦)、触針式段差計 

 

【実験方法】 

RFスパッタ装置を用いて、40×40 mm2の石英基板に

LaB6を成膜した（Fig. 1）。また、RFパワーと成膜時間を

変えて、異なる厚さの LaB6を成膜した。膜厚は触針式段

差計で測定した。測定の結果、ある程度狙った膜厚で成

膜できていることがわかった。 

成膜した LaB6光電面を真空デシケータに入れて名古

屋大学に持ち帰り、波長 405 nm のパルスレーザーを照

射して光電子を検出できるか試験した。 

 

Fig. 1 Picture of the LaB6 photocathode. 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

膜厚の異なるどちらの LaB6光電面においても、レーザ

ーのタイミングに同期した光電子の信号を検出することが

できた。しかし、量子効率は期待値の 1/100 以下で、全く

実用的ではない。今後、できるだけ高い量子効率が得ら

れるよう、成膜条件を見直すなどする必要がある。 
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